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「
産
業
社
会
と
人
間
」 

 
二
年
生
か
ら
の
系
列
決
定
！ 

十
二
月
の
三
者
懇
談
で
、
一
年
生
の
系
列
が
決
定
し
ま
し
た
。 

二
期
制
と
な
り
、
「
産
業
社
会
と
人
間
」
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

も
大
幅
に
変
更
と
な
っ
た
一
年
で
し
た
が
、
初
志
貫
徹
で
自
分
の
希

望
を
通
し
た
生
徒
も
、
ま
た
、
「
産
業
社
会
と
人
間
」
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
考
え
を
深
め
、
変
更
し
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

自
分
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
、
自
分
で
決
断
し
た
系
列
で
す
。
こ
れ

か
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
系
列
で
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
！ 

                

「
地
域
の
伝
承
に
学
ぶ
」
コ
ン
テ
ス
ト 

最
優
秀
賞
受
賞
！ 

國
學
院
大
學
が
主
催
す
る
「
地
域
の
伝
承
に
学
ぶ
」
コ
ン
テ
ス
ト

で
、
言
語
・
文
化
系
列
、
観
光
産
業
系
列
二
年
生
の
作
品
が
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
！
、
「
社
会
探
究
」
「
地
域
研
究
」
の
授
業
に
お

い
て
、
今
回
は
、
ア
ジ
メ
ド
ジ
ョ
ウ
や
民
話
を
題
材
に
、
『
民
話
か

ら
み
る
益
田
川
～
調
べ
、
歩
き
、
聴
き
、
学
ぶ
～
』
「
ア
ジ
メ
ド
ジ
ョ

ウ
～
清
流
が
も
た
ら
す
地
域
の
生
活
文
化
～
」
と
し
て
作
品
に
ま
と

め
ま
し
た
。
六
四
○
作
品
も
の
応
募
が
あ
っ
た
中
で
、
下
呂
の
文
化

を
丁
寧
に
ま
と
め
上
げ
た
こ
と
が
全
国
的
に
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

何
気
な
く
見
過
ご
し
て
い
る
何
気
な
い
文
化
の
大
切
さ
を
再
確
認

し
、
授
業
で
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
で
、
生
徒
も
満

面
の
笑
み
で
受
賞
を
喜
び
ま
し
た
！ 

 

 
 

第
三
回
観
高
サ
ミ
ッ
ト
＠
長
崎 

十
二
月
十
九
日
（
土
）
～
二
十
日
（
日
）
に
か
け
て
、
長
崎
国
際
大
学

で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
観
高
サ
ミ
ッ
ト
に
、
二
年
生
観
光
産
業
系
列
の
代

表
生
徒
三
名
（
今
井
綾
香
、
熊
﨑
し
ず
く
、
中
嶋
可
鈴
）
が
参
加
し
ま
し

た
。 参

加
生
徒
が
、
ま
ず
驚
い
た
の
は
、
担
当
し
た
佐
賀
県
立
嬉
野
高
校
の

生
徒
に
よ
る
大
会
運
営
の
手
際
の
良
さ
で
し
た
。
同
じ
高
校
生
徒
は
思
え

な
い
ほ
ど
、
会
場
で
の
案
内
、
大
会
の
進
行
な
ど
隅
々
ま
で
気
を
利
か
せ

た
お
も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。
同
じ
観
光
を
学
ぶ
生
徒
と
し
て
、
と
て

も
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。 

十
九
日
（
土
）
は
、
各
校
の
取
り
組
み
発
表
。
ど
の
学
校
の
取
り
組
み

も
大
変
魅
力
的
で
、
ま
だ
ま
だ
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、
や
っ
て
み
た
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。 

                

二
日
目
は
、
嬉
野
高
校
の
生
徒
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
生
徒

交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
、

「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
多
く
の
学
校
の
生
徒
と
意
見

交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

全
国
の
高
校
生
と
交
流
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
は
、
滅
多
に
な
く
、
参
加
し

た
生
徒
も
、
こ
れ
か
ら
の
学
び
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
充
実
し
た
思
い

を
胸
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

        

萩
原
南
保
育
園
ク
リ
ス
マ
ス
会 

 
 

十
二
月
七
日
（
月
）
、
健
康
福
祉
系
列
保
育
コ
ー
ス
三
年
生
の
生
徒

が
、
日
ご
ろ
か
ら
実
習
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
萩
原
南
保
育
園
の
園

児
を
高
校
に
招
い
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
園

児
と
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作
っ
た
り
、
高
校
生
が
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

の
演
奏
を
す
る
な
ど
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
園
児
の
笑
顔
が
最
高
の
ク

リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
な
っ
た
一
日
で
し
た
。 

           

介
護
職
員
初
任
者
研
修
修
了 

健
康
福
祉
系
列
介
護
コ
ー
ス
三
年
生
十
一
名
が
、
六
月
か
ら
約
半
年

間
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
全
て
修
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
講
師
と
し
て
地
域
の
多

く
の
方
々
、
大
学
関
係
者
に
お
世
話
に
な
り
、
ま
た
施
設
な
ど
見
学
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
専
門
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
時
に
挫
け
そ
う
に

な
る
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
最
後
の
筆
記
試
験
ま
で
、
無
事
全
員
が
や

り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
支
え
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

市
役
所
で
授
業
の
ま
と
め
を
展
示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

クリスマス飾りを作りました 

 

高校生の生演奏を楽しみました 

「総合学科だより」は学校ホームページでもみられます。 

 ＵＲＬ：http://school.gifu-net.ed.jp/mseifu-hs/   →「学科紹介」→「総合学科」→「総合学科だより」 

 

交流会の様子       実践発表の様子 

 

  

長崎国際大学学生による  参加生徒全員で記念写真 

ハウステンボスガイド 

 

市役所ロビーでの展示 

入学時（４月）の系列希望 

言語・文化系列    ２３名 

観光産業系列     １５名 

健康福祉系列（介護） １１名 

（保育） １３名 

未 定        １７名 

 

最終的な系列決定（１２月末） 

 

 言語・文化系列    ３７名 

観光産業系列     ２１名 

健康福祉系列（介護）  ７名 

（保育） １３名 

参
加
校 

宮
城
県
松
島
高
校
・
三
重
県
立
鳥
羽
高
校
・
松
島
私
立
女
子
高
校
・ 

高
知
県
立
伊
野
商
業
高
校
・
高
知
県
立
須
崎
高
校
・
佐
賀
県
立
嬉
野
高
校 

佐
賀
県
立
唐
津
青
翔
高
校
・
岐
阜
県
立
益
田
清
風
高
校 

十
二
月
十
五
日
（
火
）
～
二
十
四
日

（
木
）
の
期
間
、
生
徒
が
授
業
で
考
え

た
、
下
呂
市
へ
の
提
言
を
展
示
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
十
代
人
口
の
減

少
を
解
決
す
る
た
め
に
、
「
若
者
が
住

み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

グ
ル
ー
プ
毎
に
ま
と
め
た
作
品
で
す
。

今
後
は
、
こ
う
し
た
ア
イ
デ
ア
を
実
現

で
き
る
よ
う
進
ん
で
い
き
ま
す
。 


